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(54)【発明の名称】 有機エレクトロルミネセンス表示パネル及びその製造方法

(57)【要約】
【目的】  電流リークや発光不良等の特性劣化の無い高
性能な有機ＥＬ表示パネル及びその製造方法を提供す
る。
【解決手段】  基板上に第１電極を形成する工程と、蒸
着によって有機層を形成する有機層形成工程と、発光色
の種類に応じた発光層の各々を所望領域に形成する発光
層形成工程と、第２電極を形成する工程と、を有し、上
記有機層は、基板の垂直方向に対して所定角度より大な
る角度で蒸着を行う角度蒸着法によって有機層を形成す
ることを特徴としている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板上に複数種類の発光色の発光部を有
する有機エレクトロルミネセンス表示パネルの製造方法
であって、
前記基板上に第１電極を形成する工程と、
蒸着によって有機層を形成する有機層形成工程と、
発光色の種類に応じた発光層の各々を所望領域に形成す
る発光層形成工程と、第２電極を形成する工程と、を有
し、
前記有機層形成工程においては、角度蒸着法によって前
記有機層を形成することを特徴とする製造方法。
【請求項２】  基板上に複数種類の発光色の発光部を有
する有機エレクトロルミネセンス表示パネルの製造方法
であって、
前記基板上に第１電極を形成する工程と、
各発光色に共通した第１有機層を蒸着によって各発光領
域に同時に形成する第１有機層形成工程と、
発光色毎に異なる第２有機層を所望領域に蒸着によって
形成する第２有機層形成工程と、
発光色の種類に応じた発光層の各々を所望領域に形成す
る発光層形成工程と、
第２電極を形成する工程と、を有し、
前記第１有機層は角度蒸着法によって形成され、前記第
２有機層は前記角度蒸着法における蒸着角度より小なる
角度で蒸着されることを特徴とする製造方法。
【請求項３】 前記第２有機層のうち少なくとも１層は
前記第１有機層とは異なる有機材料からなることを特徴
とする請求項２に記載の製造方法。
【請求項４】  前記第２有機層の各々は異なる有機材料
からなることを特徴とする請求項２又は３に記載の製造
方法。
【請求項５】  前記第２有機層の各々は同一の有機材料
からなりかつ異なる層厚を有することを特徴とする請求
項２又は３に記載の製造方法。
【請求項６】  前記第２有機層形成工程は、前記第１有
機層形成工程の実行の後に実行されることを特徴とする
請求項３ないし５のいずれか１に記載の製造方法。
【請求項７】  前記発光層の各々は、前記角度蒸着法に
おける蒸着角度より小なる角度で蒸着されることを特徴
とする請求項１ないし６のいずれか１に記載の製造方
法。
【請求項８】  前記第２電極は、前記角度蒸着法におけ
る蒸着角度より小なる角度で蒸着されることを特徴とす
る請求項１ないし７のいずれか１に記載の製造方法。
【請求項９】  前記第２有機層はホール輸送層であるこ
とを特徴とする請求項２ないし８のいずれか１に記載の
製造方法。
【請求項１０】  前記第２有機層は電子輸送層であるこ
とを特徴とする請求項２ないし９のいずれか１に記載の
製造方法。
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【請求項１１】  基板上に複数種類の発光色の発光部を
有する有機エレクトロルミネセンス表示パネルであっ
て、
前記基板上に形成された第１電極と、
蒸着によって形成された有機層と、
各々が発光色の種類に応じて所望領域に形成された発光
層と、
第２電極と、を有し、
前記有機層は角度蒸着法によって形成されたことを特徴
とする有機エレクトロルミネセンス表示パネル。
【請求項１２】  基板上に複数種類の発光色の発光部を
有する有機エレクトロルミネセンス表示パネルであっ
て、
前記基板上に形成された第１電極と、
蒸着によって各発光領域に同時に一括して形成された第
１有機層と、
各々が所望領域に形成された発光色毎に異なる第２有機
層と、
各々が発光色の種類に応じて所望領域に形成された発光
層と、
第２電極と、を有し、
前記第１有機層は角度蒸着法によって形成され、前記第
２有機層は前記角度蒸着法における蒸着角度より小なる
角度で蒸着されたことを特徴とする有機エレクトロルミ
ネセンス表示パネル。
【請求項１３】 前記第２有機層のうち少なくとも１層
は前記第１有機層とは異なる有機材料からなることを特
徴とする請求項１２に記載の有機エレクトロルミネセン
ス表示パネル。
【請求項１４】  前記第２有機層の各々は異なる有機材
料からなることを特徴とする請求項１２又は１３に記載
の有機エレクトロルミネセンス表示パネル。
【請求項１５】  前記第２有機層の各々は同一の有機材
料からなりかつ異なる層厚を有することを特徴とする請
求項１２又は１３に記載の有機エレクトロルミネセンス
表示パネル。
【請求項１６】  前記第２有機層は、前記第１有機層上
に形成されたことを特徴とする請求項１３ないし１５の
いずれか１に記載の有機エレクトロルミネセンス表示パ
ネル。
【請求項１７】  前記発光層の各々は、前記角度蒸着法
における蒸着角度より小なる角度で蒸着されたことを特
徴とする請求項１１ないし１６のいずれか１に記載の有
機エレクトロルミネセンス表示パネル。
【請求項１８】  前記第２電極は、前記角度蒸着法にお
ける蒸着角度より小なる角度で蒸着されたことを特徴と
する請求項１１ないし１７のいずれか１に記載の有機エ
レクトロルミネセンス表示パネル。
【請求項１９】  前記第２有機層はホール輸送層である
ことを特徴とする請求項１２ないし１８のいずれか１に
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記載の有機エレクトロルミネセンス表示パネル。
【請求項２０】  前記第２有機層は電子輸送層であるこ
とを特徴とする請求項１２ないし１９のいずれか１に記
載の有機エレクトロルミネセンス表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は有機エレクトロルミ
ネセンス素子（以下、有機ＥＬ素子と称する）を用いた
表示パネル及びその製造方法、特に、複数種類の発光色
の発光部を有する有機ＥＬカラー表示パネル及びその製
造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、有機ＥＬ表示パネルの形成時に
おいて、有機ＥＬ媒体層や有機ＥＬ媒体層を成膜した後
の電極層をパターニングすることは、電荷注入層や発光
層に用いられる有機ＥＬ媒体の耐熱性、耐溶剤性及び耐
湿性の低さのために困難である。例えば、一般に薄膜の
パターニングに用いられるフォトリソグラフィ法を有機
ＥＬ表示パネルのパターニングに用いると、フォトレジ
スト中の溶剤の侵入、フォトレジストのベーキング処理
中の高温雰囲気、フォトレジスト現像液の素子への侵
入、又はドライエッチング時のプラズマによるダメージ
等の原因により有機ＥＬ素子特性が劣化する問題が生じ
る。
【０００３】また、他のパターニング法として、蒸着マ
スクを用いた蒸着法により有機ＥＬ媒体層や電極層のパ
ターンを形成する方法がある。しかしながら、蒸着マス
ク及び基板間の間隙において生じる蒸着物の回り込み
や、突起物やゴミ等によるシャドーイング等によって有
機ＥＬ媒体等のカバレージの不足等が生じる場合があっ
た。これらは、有機ＥＬ表示パネルを動作させる際の電
流リークや発光不良等の特性劣化の原因となり、有機Ｅ
Ｌ表示パネルの高性能化の障害となっていた。
【０００４】尚、上記したような有機ＥＬ表示パネルと
しては、例えば、特開平８－３１５９８１号公報、特開
平１０－３１２８８６号公報及び特開平１１－１９４５
８５号公報等に開示されているものがある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明はかかる点に鑑
みてなされたものであり、その目的とするところは、高
性能な有機ＥＬ表示パネル及びその製造方法を提供する
ことにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明による有機エレク
トロルミネセンス表示パネルの製造方法は、基板上に複
数種類の発光色の発光部を有する有機エレクトロルミネ
センス表示パネルの製造方法であって、基板上に第１電
極を形成する工程と、蒸着によって有機層を形成する有
機層形成工程と、発光色の種類に応じた発光層の各々を
所望領域に形成する発光層形成工程と、第２電極を形成
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する工程と、を有し、有機層形成工程においては、角度
蒸着法によって有機層を形成することを特徴としてい
る。
【０００７】また、本発明による有機エレクトロルミネ
センス表示パネルの製造方法は、基板上に複数種類の発
光色の発光部を有する有機エレクトロルミネセンス表示
パネルの製造方法であって、基板上に第１電極を形成す
る工程と、各発光色に共通した第１有機層を蒸着によっ
て各発光領域に同時に形成する第１有機層形成工程と、
発光色毎に異なる第２有機層を所望領域に蒸着によって
形成する第２有機層形成工程と、発光色の種類に応じた
発光層の各々を所望領域に形成する発光層形成工程と、
第２電極を形成する工程と、を有し、第１有機層は角度
蒸着法によって形成され、第２有機層は角度蒸着法にお
ける蒸着角度より小なる角度で蒸着されることを特徴と
している。
【０００８】本発明による有機エレクトロルミネセンス
表示パネルは、基板上に複数種類の発光色の発光部を有
する有機エレクトロルミネセンス表示パネルであって、
基板上に形成された第１電極と、蒸着によって形成され
た有機層と、各々が発光色の種類に応じて所望領域に形
成された発光層と、第２電極と、を有し、有機層は角度
蒸着法によって形成されたことを特徴としている。
【０００９】また、本発明による有機エレクトロルミネ
センス表示パネルは、基板上に複数種類の発光色の発光
部を有する有機エレクトロルミネセンス表示パネルであ
って、基板上に形成された第１電極と、蒸着によって各
発光領域に同時に一括して形成された第１有機層と、各
々が所望領域に形成された発光色毎に異なる第２有機層
と、各々が発光色の種類に応じて所望領域に形成された
発光層と、第２電極と、を有し、第１有機層は角度蒸着
法によって形成され、第２有機層は角度蒸着法における
蒸着角度より小なる角度で蒸着されたことを特徴として
いる。
【００１０】
【発明の実施の形態】本発明の実施例である有機ＥＬ表
示パネル及びその製造方法について図面を参照しつつ詳
細に説明する。尚、以下に示す図において、実質的に同
等な部分には同一の参照符号を付している。
第１の実施例
図１は、本発明の第１の実施例であるフルカラー有機Ｅ
Ｌ表示パネル１０の発光画素の配列の１例を模式的に示
す平面図である。図に示すように、有機ＥＬ表示パネル
１０は、ガラス基板１１上にマトリクス状に配置され
た、各々が赤(Ｒ)、緑(Ｇ)、及び青(Ｂ)の発光部１２を
含む発光画素１２Ａの複数からなる画像表示配列を有し
ている。
【００１１】図２は、有機ＥＬ表示パネル１０の一部を
模式的に示す斜視図である。図に示すように、この有機
ＥＬ表示パネル１０の、例えばガラスからなる透明な基
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板１１上には、インジウム錫酸化膜（以下、ＩＴＯ膜と
称する）等からなる第１電極１３（陽極）が設けられて
いる。第１電極１３は、互いに平行な複数のストライプ
状に配列されている。さらに基板１１上から突出する複
数の電気絶縁性の隔壁１７が第１電極１３に直交するよ
うに基板１１及び第１電極１３上にわたって形成されて
いる。すなわち、隔壁１７は、第１電極１３の一部分を
露出せしめるように形成されている。
【００１２】隔壁１７の間に挟まれた領域には、第１電
極１３上に少なくとも１層の有機ＥＬ媒体層１８が形成
されている。例えば、有機ＥＬ媒体層１８は、有機ＥＬ
発光層の単一層であるか、あるいは有機ＥＬ発光層に加
えて有機ホール注入層、有機ホール輸送層、有機電子輸
送層、又は有機電子注入層を含んでいる。有機ＥＬ媒体
層１８上には、その伸張方向に沿って第２電極１９（陰
極）が形成されている。このように、交差する第１電極
１３及び第２電極１９に挟まれた部分が各発光部に対応
する。有機ＥＬ媒体層１８上の隣り合う第２電極１９
は、隔壁１７によって電気的に分離され互いにショート
するのを防止するように形成されている。そのため、図
２に示すように、隔壁１７は逆テーパ形状、Ｔ字形状等
のオーバーハング形状となるように形成されていること
が好ましい。
【００１３】また、この単純マトリクス型の有機ＥＬ表
示パネル１０の第２電極１９の上には保護膜又は保護基
板（図示しない）を設けてもよい。また、上記した有機
ＥＬ表示パネル１０において、基板１１及び第１電極１
３は共に透明であり、ルミネセンス光は基板側から放射
されるので、有機ＥＬ表示パネル１０の発光効率を高め
るために第２電極１９上又は保護膜を介して反射膜（図
示しない）を設けることが好ましい。また、上記した有
機ＥＬ表示パネル１０とは逆に、第２電極１９を透明材
料で構成して、ルミネセンス光が第２電極側から放射さ
れるようにすることができる。この場合、発光効率を高
めるために第１電極１３の外側に反射膜を設けることが
好ましい。
【００１４】以下に、この有機ＥＬ表示パネル１０の製
造工程について説明する。まず、図３に示すように、ガ
ラス等の透明基板１１上に第１電極１３（陽極）として
ＩＴＯ等からなる複数のストライプ状導電性透明膜を形
成する。導電性透明膜は、例えばフォトリソグラフィ技
術によってパターニングすることができる。次に、逆テ
ーパ形状を有する隔壁１７を形成する。隔壁１７は、例
えばフォトレジスト等の絶縁体を材料とし、フォトリソ
グラフィ技術、ドライエッチング又はウェットエッチン
グ等の手法を用いて形成される。
【００１５】第１電極１３及び隔壁１７を形成した後、
有機ＥＬ媒体層１８及び第２電極１９を形成する。尚、
以下では、有機ＥＬ媒体層１８としてホール注入層、ホ
ール輸送層、発光層、電子輸送層及び電子注入層を順次
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成膜する場合について説明する。図４は、図３における
カラー有機ＥＬ表示パネル１０の線Ａ－Ａに沿った断面
図であり、ホール注入層２１及びホール輸送層２２の成
膜工程を示している。まず、図４（ａ）に示すように、
蒸着法により蒸着マスク２０を用いて所定の層厚となる
ようにホール注入層２１を成膜する。この際、基板１１
の垂直方向に対して所定角度より大なる角度で蒸着する
角度蒸着法を用い、蒸着材料を回り込ませ十分なカバレ
ージが得られるようにする。尚、この角度蒸着法におけ
る蒸着角度は、例えば、基板１１と蒸着源との距離、角
度等の位置関係を変えることによってなすことができ
る。また、基板を傾斜させて取り付けたり、基板を自公
転させる方法を組み合わせて蒸着を行ってもよい。
【００１６】ホール注入層２１を成膜した後、図４
（ｂ）に示すように、ホール輸送層２２を所定の層厚と
なるように成膜する。ホール輸送層２２の成膜時におい
ても、ホール注入層２１の場合と同様に角度蒸着を行
い、十分なカバレージが得られるようにする。次に、図
５に示すように、ホール注入層２１及びホール輸送層２
２が成膜された基板１１に蒸着マスク２０を用いて、Ｒ
ＧＢの各発光層として用いる各有機材料を各発光領域に
選択的に蒸着する。まず、図５（ａ）に示すように、赤
色の発光部（Ｒ）に対応する発光領域に成膜用マスク２
０の開口部を位置合わせして載置した後、赤の発光有機
材料を所定の層厚となるように蒸着して赤の発光層２３
を形成する。この際、上記したホール注入層２１及びホ
ール輸送層２２の成膜時と異なり、蒸着物の不要な回り
込みを防ぐために基板１１の垂直方向に対して所定角度
以下の角度で蒸着を行う。この蒸着角度は、隔壁１７の
有無、隔壁１７の高さ又はテーパ角、回り込みのマージ
ン等の成膜条件に応じて定めればよいが、基板１１の略
垂直方向であってもよい。
【００１７】赤の発光層２３を形成した後、図５（ｂ）
に示すように、緑色の発光部（Ｇ）に対応する発光領域
に成膜用マスク２０の開口部を位置合わせして載置した
後、緑の発光有機材料を所定の層厚となるように蒸着し
て緑の発光層２３を形成する。この際、赤の発光層２３
の成膜時と同様に、所定角度以下で蒸着を行う。また、
この所定の層厚は緑の発光層２３に適した層厚であれば
よく、上記した赤の発光層２３の層厚とは通常異なって
いるが、同一の層厚であってもよい。緑の発光層２３を
形成した後、図５（ｃ）に示すように、成膜用マスク２
０を位置合わせして赤及び緑の発光層２３の成膜時と同
様にして、青の発光層２３を所定の層厚となるように形
成する。また、この層厚も青の発光層２３として適した
層厚であればよい。
【００１８】ＲＧＢの各発光層２３を形成した後、電子
輸送層２４及び電子注入層２５を順次成膜する。まず、
図６（ａ）に示すように、所定の層厚となるように電子
輸送層２４を成膜する。この際、ホール注入層２１及び
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ホール輸送層２２の場合と同様に角度蒸着を行い、十分
なカバレージが得られるようにする。電子輸送層２４を
形成した後、図６（ｂ）に示すように、所定の層厚とな
るように電子注入層２５を成膜する。この場合も、角度
蒸着を行い、十分なカバレージが得られるようにする。
【００１９】次に、上記した有機媒体層を形成した基板
１１上に第２電極（陰極）を形成する。第２電極とし
て、例えばアルミニウム（Ａｌ）を抵抗加熱法により所
定の層厚となるように蒸着する。この第２電極の蒸着時
には、回り込みによる電気的な短絡を防止するために基
板１１の垂直方向に対して所定角度以下、例えば略垂直
方向で蒸着を行う。
【００２０】上記したように、本発明によれば、蒸着物
の回り込みやカバレージの不足等の悪影響のない高性能
な有機ＥＬ表示パネルを実現することができる。
第２の実施例
上記した第１の実施例では、ＲＧＢの各発光層２３以外
の有機媒体層はそれぞれ１度の蒸着工程によって同時に
一括して形成されるのに対し、本実施例では、ＲＧＢの
各発光領域に対してそれぞれ異なる成膜条件で有機媒体
層を形成している。
【００２１】図７は、本発明の第２の実施例であるフル
カラー有機ＥＬ表示パネル１０の製造工程を模式的に示
す断面図である。以下に、第１電極１３及び隔壁１７が
形成された基板１１上に、第１の有機ＥＬ媒体層として
ホール輸送層２２Ａ、２２Ｂを成膜する場合について説
明する。まず、図７（ａ）に示すように、赤色の発光部
（Ｒ）に対応する発光領域に成膜用マスク２０Ａの開口
部を位置合わせして載置した後、ホール輸送層２２Ａを
所定の層厚となるように蒸着する。このホール輸送層２
２Ａの層厚、材料又は組成等は、赤色の発光部に対して
最適となるように選ぶのが好ましい。また、この際、蒸
着物の回り込みを防ぐために蒸着は基板１１の垂直方向
に対して所定角度以下、例えば基板１１の略垂直方向か
ら行われる。
【００２２】次に、図７（ｂ）に示すように、緑色の発
光部（Ｇ）及び青色の発光部（Ｂ）に対応する発光領域
に成膜用マスク２０Ｂの開口部を位置合わせして載置し
た後、ホール輸送層２２Ｂを所定の層厚となるように蒸
着する。このホール輸送層２２Ｂの層厚、材料又は組成
等は、緑色及び青色の発光部に対して最適となるように
選ぶのが好ましい。また、同様に、蒸着は基板１１の垂
直方向に対して所定角度以下、例えば基板１１の略垂直
方向から行われる。
【００２３】尚、緑色の発光部（Ｇ）及び青色の発光部
（Ｂ）に対してそれぞれ異なる成膜条件で有機媒体層を
形成してもよい。また、上記した成膜方法は他の有機媒
体層に対しても適用することができる。上記したよう
に、本発明によれば、各発光領域に対して異なる成膜条
件で有機媒体層を形成でき、蒸着物の回り込みやカバレ*
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*ージの不足等の悪影響のない高性能な有機ＥＬ表示パネ
ルを実現することができる。
【００２４】上記した実施例においては、隔壁を設けた
有機ＥＬ表示パネルを例に説明したが、隔壁を設けず
に、成膜用マスク又はフォトリソグラフィー技術等を用
いてパターン化された有機ＥＬ媒体層を形成する場合に
も本発明を適用することができる。尚、上記した説明に
おける有機ＥＬ媒体層及び電極層の蒸着方法としては、
指向性を有する種々の成膜方法又は堆積方法を含む。
【００２５】また、上記した実施例においては、陽極上
に有機ＥＬ媒体層を形成する場合を例に説明したが、陰
極上に有機ＥＬ媒体層を形成する場合にも適用可能であ
る。更に、上記した各種の有機ＥＬ媒体層、電極層及び
それらの成膜条件等は例示であり適宜選択及び組み合わ
せて、又は改変して適用することができる。
【００２６】
【発明の効果】上記したことから明らかなように、本発
明によれば、高性能の有機ＥＬ表示パネルを実現でき
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例であるフルカラー有機Ｅ
Ｌ表示パネルの発光画素の配列の１例を模式的に示す平
面図である。
【図２】有機ＥＬ表示パネルの一部を模式的に示す斜視
図である。
【図３】本発明の実施例である有機ＥＬ表示パネルにお
ける成膜工程を示す斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施例である有機ＥＬ表示パネ
ルにおけるホール注入層及びホール輸送層の成膜工程を
示す断面図である。
【図５】本発明の第１の実施例である有機ＥＬ表示パネ
ルにおける発光層の成膜工程を示す断面図である。
【図６】本発明の第１の実施例である有機ＥＬ表示パネ
ルにおける電子輸送層及び電子注入層の成膜工程を示す
断面図である。
【図７】本発明の第２の実施例である有機ＥＬ表示パネ
ルにおけるホール輸送層の成膜工程を示す断面図であ
る。
【主要部分の符号の説明】
１０  有機ＥＬ表示パネル
１１  基板
１２  発光部
１３  第１電極
１７  隔壁
１８  有機ＥＬ媒体層
１９  第２電極
２０  マスク
２１  ホール注入層
２２  ホール輸送層
２３  発光層
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２４  電子輸送層 *
10

*２５  電子注入層
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【図４】



(7) 特開２００１－２６７０７１

【図５】 【図６】

【図７】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
Ｆターム(参考） 3K007 AB11 AB18 BA06 CA01 CB01
                      DA01 DB03 EB00 FA01 
                4K029 AA09 BA03 BA50 BA62 BB02
                      BC07 CA01 



专利名称(译) 有机电致发光显示面板及其制造方法

公开(公告)号 JP2001267071A 公开(公告)日 2001-09-28

申请号 JP2000081931 申请日 2000-03-23

[标]申请(专利权)人(译) 东北先锋股份有限公司

申请(专利权)人(译) 日本东北先锋公司

[标]发明人 大下勇
村山竜史

发明人 大下 勇
村山 竜史

IPC分类号 H05B33/10 C23C14/06 C23C14/24 H01L27/32 H01L51/00 H01L51/50 H01L51/56 H05B33/12 H05B33
/14 H05B33/22

CPC分类号 H01L51/0011 H01L27/3211 H01L27/3281 H01L51/56

FI分类号 H05B33/10 C23C14/06.Q C23C14/24.N H05B33/14.A H05B33/12.Z H05B33/14.Z

F-TERM分类号 3K007/AB11 3K007/AB18 3K007/BA06 3K007/CA01 3K007/CB01 3K007/DA01 3K007/DB03 3K007
/EB00 3K007/FA01 4K029/AA09 4K029/BA03 4K029/BA50 4K029/BA62 4K029/BB02 4K029/BC07 
4K029/CA01 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC21 3K107/CC29 3K107/CC45 3K107/EE02 3K107
/FF15 3K107/GG04 3K107/GG28

代理人(译) 藤村元彦

其他公开文献 JP3698405B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

[问题]提供一种没有诸如电流泄漏和发光故障的特性劣化的高性能有机EL
显示面板及其制造方法。 解决方案：在基板上形成第一电极的步骤，通
过气相沉积形成有机层的有机层形成步骤以及根据发射颜色的类型在所
需区域中形成每个发光层的发光层形成步骤。 以及形成第二电极的步
骤，其中所述有机层的特征在于，所述有机层通过角度气相沉积法形
成，其中以相对于所述基板的垂直方向大于预定角度的角度进行气相沉
积。 有。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9330e1b4-dac0-4183-b5b0-f30086feee13
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/026585844/publication/JP2001267071A?q=JP2001267071A

